
-
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款・項・目 100406あじさい館管理費　　　　　　　　　　　　　　　　　

※事務事業コード／ 0110040602 平成 24 年度 事務事業シート
部署名 部 教育委員会 課 あじさい館 事業年度期限 （平成 年度～平成

市民協働 行政主体 総合計画
コード

年度）

2512
新規／継続

（事業区分１）
継続

目　的
（成果）

市民相互交流を通し、市民の連帯意識の形成促進を図り、教養の向上、文化の振興及び健康増進に寄与する。

内　容
（概要）

あじさい館の施設維持管理にあたり、施設の安全管理・衛生管理・空間環境の徹底を図る。特に、福祉館の浴場運営については法令を遵守して安全管理・衛生管理に努める。さ
らに、あじさい館内の霞ヶ浦公民館・図書館・福祉館を子供から、高齢者までの幅広い年齢層に亘って利用されるゆうゆう快適空間や場所を提供する。

事業名 02あじさい館管理事業
会　計 一般会計

■事業費 (単位：円）
平成22年度 決算 平成23年度 決算 平成24年度 予算

事業内容
給湯・空調・ろ過装置等点検、本館定期清
掃、環境衛生業務、本館内外管理業務

給湯・空調・ろ過装置等点検、本館定期清
掃、環境衛生業務、本館内外管理業務

あじさい館管理業務一括委託等
【特記事項】

財源内訳

国庫支出金 国庫支出金 国庫支出金
県支出金 県支出金 県支出金

市債 市債 市債
その他 その他 その他 7,449,000

一般財源 62,908,050 一般財源 64,371,811 一般財源 49,259,000
計 62,908,050 計 64,371,811 計 56,708,000

歳出内訳

節番　　　　　節名称 金額 節番　　　　　節名称 金額 節番　　　　　節名称

決算額計 62,908,050 決算額計 64,371,811

金額 うち臨時分
01 報酬 37,500 01 報酬 60,000 01 報酬 60,000
08 報償費 0 11 需用費 30,707,905 11 需用費 29,255,000
11 需用費 33,707,377 12 役務費 762,047 12 役務費 785,000
12 役務費 763,090 13 委託料 23,566,735 13 委託料 24,379,000
13 委託料 18,794,553 14 使用料及び賃借料 2,099,374 14 使用料及び賃借料 2,229,000
14 使用料及び賃借料 2,056,030 15 工事請負費 7,155,750
15 工事請負費 7,549,500 18 備品購入費 0

27 公課費 20,000

予算現額計 56,708,000
56,485,000 H23当初予算額 64,370,000 伸び率(％)

0
対・予 -11.9

人件費 職員人件費 3.0 人工 23,842,992 職員人件費
（参考） H22当初予算額

15,996,920 職員人件費 2.0 人工
対・決 -11.9

15,240,000
総事業費 歳出+職員人件費 86,751,042 歳出+職員人件費 80,368,731 歳出+職員人件費 71,948,000

2.0 人工

無 有 



　

■指標 Ｐ２
種類 指標名 単位 説明 平成22年度 平成23年度 平成24年度

活動
指標

浴槽水水質検査回数 　　　回 浴槽水残留塩素検査回数
目標 1212

法定４項目水質検査回数 　　　回 検査機関が実施したレジオネラ菌を含む４項目検査回数
目標

1212 12112
実績 1212 1212

2 2 4
実績 2 4

成果
指標

開館日数 　　　日 利用者の重大事故等を防止し、安全に開館した日数
目標 303

目標

303 303
実績 303 303

実績
■事務事業の点検
必要性の点検 ■課題と対応方策
　　　　法定受託事務であるなど、市が実施する義務がある

課題
施設の管理及び設備の更新が必要であるけれども、　工事請負費・修繕
費の予算縮小のため計画的実施が徐々に困難になってきている。

　　　　事業を休廃止した場合、市民生活（行政サービスの提供）に深刻な影響が発生する
　　　　社会情勢の変化を踏まえても十分なニーズがある（ニーズを説明できる）
　　【必要性　Ｔｏｔａｌ判定】
　

次年度における
対応方策

（改善方策）

施設管理については、設備機器も故障しないあいだはそのまま稼働し続
けて故障等となったものから修繕・交換を実施して経費の抑制を実施す
る。

　＜Total判定の根拠など、必要性に関する補足説明＞

目標達成状況の点検 中長期的な視
点での対応方

策
（改善方策）

建設後１０年以上経過しているため、施設の点検等を定期的に実施して
維持管理をしていくことが必要となる。

　　    活動に関する昨年度の目標は概ね達成できた
　　    成果に関する昨年度の目標は概ね達成できた
　　  　 「取り組み方針（改善方針）」など指標に表れない事項について昨年度の目標は達成できた
　　【目標達成状況　Total判定】

■今後の方向性
一次評価　【課長評価】

　＜Total判定の根拠など、目的達成状況に関する補足説明＞ 評価者 宮本　敏光 担当課名 あじさい館

事業の方向性 　 （ 年後を目処）

実施内容・方法の点検
事業費の方向性

　　　　社会情勢やニーズの変化等を踏まえると、サービス対象・水準を見直す必要がある
　　　　当該事業の受益者が特定の個人や団体に偏っている 次年度の

取組方針
（改善方針）

施設の維持管理については、経費削減の点からも機器の更新をせず使
用しているが、使用にも限界があり更新時期も考慮していくことが必要とな
る。

　　　　民間事業者やNP０などに任せられる業務がある
　　　　コストを下げる工夫が考えられる
　　　　成果を高める工夫が考えられる
　　【実施内容等　Total判定】

 二次評価【部長評価】

部長名 小松﨑　延明 担当部名 教育委員会
確認

＜Total判定の根拠など、実施内容・方法に関する補足説明＞
市民の安全を考慮し、施設の維持管理には特に注意が必要である。あじさい館管理職員が減少している中で、維持管理業務・来館者への対応が不充分になってし

まうため、指定管理者制度等も視野にいれた管理の見直しが必要である。

確認 

A:高い（義務） B:普通 C：低い 

A:目標よりも大きな成果が得られた B:概ね目標の成果が得られた 

C:目標とする成果が得られなかった 

A:見直す余地があり直ぐに実施 B：見直す余地があるが時間が必要 

C：見直す余地がない 

このまま継続 改善して継続 休廃止 終了 

増額 現状維持 減額 



-

□

職員人件費 2.0

平成0102011601

0
皆減6,576,000 伸び率(％)

0

金額

7,003,500
対・決 皆減

決算額計

委託料 336,000
工事請負費 6,667,500

部署名

事業名 01きめ細やかな公共施設整備事業（あじさい館）

市債

国庫支出金

教育委員会
24 年度 事務事業シート

①あじさい館が開館してから、およそ１４年以上経過したため屋上の防水部分も経年劣化により改修工事が必要となり実施する。
②あじさい館事務室内の電話が、経年劣化によるため改修工事が必要となり実施する。

Ｐ１
（平成 23年度～平成あじさい館

※事務事業コード／

目　的
（成果）

その他

部 課

平成22年度 決算

国庫支出金

0
0

節番　　　　　節名称
計

予算現額計

県支出金

一般財源

金額 うち臨時分

0

0

対・予

23,000,420
15,996,920

歳出+職員人件費

13
節番　　　　　節名称 金額

15

節番　　　　　節名称

その他

0

県支出金

計

市債

事業内容

一般財源

財源内訳

0

人工 人工
0総事業費

（参考）

歳出+職員人件費

【特記事項】

事業年度期限 年度）

「完了」

23

平成24年度 予算

総合計画
コード行政主体

内　容
（概要）

①あじさい館屋上防水改修工事として、防水部分を直接仮設工事・既存ＦＲＰ防水部分防水改修工事・既存ウレタン部分防水改修工事・既存空調室外機脚部塗装工事をそれぞ
れ実施した。　　　　②あじさい館の電話交換機と霞ヶ浦庁舎の電話交換機との間にＩＰ内線用のネットワークを構築することに伴い、既存電話の改修を実施した。

■事業費

市民協働
新規／継続

（事業区分１）
新規

(単位：円）

国庫支出金

①直接仮設工事・既存ＦＲＰ防水部分防水
改修工事・既存ウレタン部分防水改修工
事・既存空調室外機脚部塗装工事②キャ
ビネット・バッテリー・デジタル電話機ライ
ン・多種機能電話機等の改修工事

県支出金

平成23年度 決算

7,003,500計
一般財源
その他
市債

7,003,500

H22当初予算額
人件費 人工

0

職員人件費

決算額計
0
0

歳出+職員人件費

H23当初予算額

会　計 一般会計 款・項・目 020116公共施設整備事業

歳出内訳

職員人件費

無 有 



　

■今後の方向性

説明
2,756

8

平成22年度 平成23年度 平成24年度
Ｐ２

8

2,756
目標

実施内容・方法の点検

㎡ 防水改修工事に係る面積

■指標
種類

防水改修工事に係る面積

課題

電話改修工事に係る回線数

防水改修工事に係る整備日数

■事務事業の点検

目標

電話改修工事に係る電話設置台数

あじさい館施設自体が、開館して１４年を超えているため各施設部分で経
年劣化による改修が維持管理上必要になってくる。

必要性の点検

　　【必要性　Ｔｏｔａｌ判定】
　

　　　　事業を休廃止した場合、市民生活（行政サービスの提供）に深刻な影響が発生する

58

実績

実績活動
指標

23
23実績

実績
79

教育委員会

　　　　コストを下げる工夫が考えられる

部長名 担当部名小松﨑　延明

■課題と対応方策

　　  　 「取り組み方針（改善方針）」など指標に表れない事項について昨年度の目標は達成できた
　　【目標達成状況　Total判定】

＜Total判定の根拠など、実施内容・方法に関する補足説明＞

　　【実施内容等　Total判定】



　　    活動に関する昨年度の目標は概ね達成できた

宮本　敏光

台

　　　　社会情勢の変化を踏まえても十分なニーズがある（ニーズを説明できる）

目標

　　    成果に関する昨年度の目標は概ね達成できた

成果
指標

整備進捗

日整備進捗
目標

本電話改修工事に係る回線数

単位指標名

　＜Total判定の根拠など、目的達成状況に関する補足説明＞

あじさい館管理職員が減少している中で、維持管理業務・来館者への対応が不充分になってし
まうため、指定管理者制度も視野にいれた見直しが必要である。

確認

　　　　当該事業の受益者が特定の個人や団体に偏っている
　　　　民間事業者やNP０などに任せられる業務がある

次年度の
取組方針

（改善方針）

目標達成状況の点検

　　　　社会情勢やニーズの変化等を踏まえると、サービス対象・水準を見直す必要がある

　　　　成果を高める工夫が考えられる

次年度における
対応方策

（改善方策）

年後を目処）

中長期的な視
点での対応方

策
（改善方策）

担当課名

定期的に点検等を実施して、維持管理のための改修を実施していくこと
が必要となる。

（

施設の計画的な改修工事を行い、維持管理を継続的に実施していくこと
が必要となる。

　　　　法定受託事務であるなど、市が実施する義務がある

施設の維持管理に関する整備計画を策定しながら改修を進める必要が
ある。

事業費の方向性

　＜Total判定の根拠など、必要性に関する補足説明＞

評価者 あじさい館

事業の方向性 　

一次評価　【課長評価】

二次評価【部長評価】

施設の維持管理については、常日頃からの設備の点検、整備が重要で
あるが機器の更新をせずに使用していることには限界があり更新時期も
考慮していくことが必要なこと。

確認 

A:高い（義務） B:普通 C：低い 

A:目標よりも大きな成果が得られた B:概ね目標の成果が得られた 

C:目標とする成果が得られなかった 

A:見直す余地があり直ぐに実施 B：見直す余地があるが時間が必要 

C：見直す余地がない 

このまま継続 改善して継続 休廃止 終了 

増額 現状維持 減額 


